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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

３
月
２
５
日 

市
駅
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
介
護
事
業
所
訪
問
、 

自
治
会
行
事 

２
６
日 

地
域
訪
問
、
イ
ズ
ミ
ヤ
前
宣
伝
行
動
、 

 

２
７
日 

孫
市
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
地
域
訪
問
、
会
議 

２
８
日 

庁
内
訪
問
、 

２
９
日 

会
議
、
南
海
電
鉄
交
渉 

３
０
日 

地
域
訪
問 

３
１
日 

無
料
生
活
相
談
、
地
域
訪
問
、
団
会
議 

 リレートーク Relay talk Relay talk 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 

 

 

 

 

 

 

先
日
、
卒
園
式
か
ら
帰
る
親
子

を
車
窓
か
ら
見
ま
し
た
。
飛
び
跳

ね
る
よ
う
に
歩
く
子
ど
も
の
姿

に
、
来
月
の
入
学
式
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
私

ま
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
将
来
を
し
っ
か
り
守
り
た
い
と

も
思
い
ま
し
た
。
入
学
式
を
迎
え

る
と
た
く
さ
ん
の
学
用
品
の
準
備

が
必
要
で
す
。
中
学
に
な
る
と
制

服
や
カ
バ
ン
な
ど
９
万
円
ほ
ど
に

…
、
払
え
な
く
て
入
学
式
に
来
れ

な
い
子
ど
も
も
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
日
本
は
、
国
内
総
生
産
に
占

め
る
教
育
機
関
へ
の
公
的
支
出

は
た
っ
た
３
，
５
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
加
盟
３

４
カ
国
中
、
最
下
位
で
す
。 

世
界
３
位
の
経
済
大
国
に
も

関
わ
ら
ず
子
ど
も
に
費
や
す
予

算
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
憲
法
２
６

条
２
項
で
は
「
義
務
教
育
は
こ
れ

を
無
償
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

憲
法
を
守
っ
て
政
治
を
す
る
と

い
う
あ
た
り
ま
え
の
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

前
号
に
続
き
介
護
問
題
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
、 

 

奥
村
県
議
は
、
政
府
は
「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
を
か
か
げ
な
が

ら
制
度
改
悪
を
連
続
し
て
い

る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。 

 
奥
村
県
議
は
、
介
護
報
酬
の

基
本
報
酬
が
マ
イ
ナ
ス
４
・
４

８
％
と
大
幅
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護
事
業

所
の
７
５
％
が
減
収
、
小
規
模

通
所
介
護
で
は
８
１
％
が
減

収
と
な
る
な
か
、
賃
金
水
準
の

低
さ
か
ら
５
１
％
の
事
業
所

で
人
材
不
足
に
な
っ
て
い
る
県

内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
は
要
介
護
３
以
上
に
制

限
や
、
利
用
料
２
割
へ
の
負
担

増
、
要
介
護
１
・
２
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
原
則
自
己
負
担
な
ど
、
い
っ

そ
う
の
負
担
増
と
給
付
削
減
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

こ
れ
で
は
在
宅
で
の
親
の
介
護

な
ど
で
介
護
離
職
者
が
さ
ら
に

増
え
る
と
訴
え
、
２
０
１
７
年
度

３月１４日和歌山市の重税反対統一行動で

連帯のあいさつし行進する坂口です（中央） 

 

３
月
１
６
日
、
日
本
共
産
党
の
前
議
長
で
あ
る
不
破
哲
三

さ
ん
が
沖
縄
で
行
っ
た
講
演
会
の
詳
報
が
日
刊
「
赤
旗
」
の

１
９
日
付
で
掲
載
。
不
破
さ
ん
は
「
沖
縄
の
基
地
に
は
世
界

の
ど
こ
に
も
な
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
」
「
①
米
軍
が
こ
れ
だ

け
横
暴
勝
手
な
振
る
舞
い
し
て
い
る
基
地
は
、
世
界
に
は
存

在
し
な
い
」
②
沖
縄
米
軍
の
主
力
で
あ
る
海
兵
隊
は
「
海
外

へ
の
殴
り
込
み
」
が
主
な
任
務
で
、
「
名
称
も
第
３
海
兵
遠

征
軍
。
日
本
や
沖
縄
を
守
る
と
い
う
任
務
は
ど
こ
に
も
な

い｣

と
指
摘
。
ま
た
、「
沖
縄
の
核
抜
き
返
還
」
は
表
向
き
で

「
重
大
な
の
は
沖
縄
が
他
国
を
核
兵
器
で
先
制
攻
撃
す
る

巨
大
な
最
前
線
基
地
に
な
っ
て
き
た
」
と
述
べ
、
極
東
有
事

な
ど
の
際
、
米
国
は
い
つ
で
も
沖
縄
に
核
兵
器
を
持
ち
こ
む

こ
と
が
で
き
る
密
約
を
佐
藤
栄
作
首
相
と
ニ
ク
ソ
ン
米
大

統
領
が
締
結
。
そ
の
た
め
に
核
貯
蔵
庫
は
「
使
用
で
き
る
状

態
で
維
持
」
と
の
内
容
が
あ
る
事
を
著
作
や
テ
レ
ビ
番
組
か

ら
紹
介
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
、
大
問
題
の
辺
野
古
新
基
地
の
狙
い
は
「
殴
り

込
み
部
隊
と
し
て
の
海
兵
隊
基
地
の
圧
倒
的
強
化
に
あ
り
、

海
上
施
設
お
よ
び
す
べ
て
の
関
連
構
造
物
は
、
４
０
年
の
運

用
年
数
と
２
０
０
年
の
耐
久
年
数
を
持
つ
よ
う
に
す
る
」
と

米
国
防
総
省
の
文
書
で
暴
露
し
ま
し
た
。
不
破
さ
ん
は
「
辺

野
古
新
基
地
反
対
の
闘
い
と
戦
争
法
反
対
の
本
土
の
闘
い

が
合
流
し
歴
史
的
大
闘
争
に
全
力
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
結
び

ま
し
た
。
ア
ベ
氏
に
よ
っ
て
半
永
久
的
に
日
本
が
米
国
に
売

り
渡
さ
れ
る
の
は
絶
対
イ
ヤ
で
す
。
（
編
集
室
） 

に
は
２
３
８
０
人
の
不
足
が
予
想
さ

れ
る
介
護
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め

の
処
遇
改
善
を
国
に
要
望
す
る
こ
と

や
、
介
護
休
業
制
度
を
活
用
で
き
る

環
境
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

写
真
の
主
役
は
左
の
ベ
ン
チ
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
が
か
ね
て
か
ら
要

望
し
て
い
た
ベ
ン
チ
の
設
置
が
実
現
。

全
部
で
１
０
脚
、
市
駅
前
の
雰
囲
気
が

少
し
和
ら
い
だ
感
じ
で
す
。 
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